
自
新
齋
系
統
に
つ
い
て

建
陽
余
氏
刻
書
活
動
研
究
(2
)

上

原

究

一

は
じ
め
に

建
陽
余
氏
は
、
南
宋
前
期
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
福
建
建
寧
府
建

陽
県
崇
化
里
書
坊
街
で
代
々
書
坊
(出
版
業
者
)
を
営
み
続
け
た

一
族

で
あ
る
。
先
に
拙
稿

「葦
慶
堂
の
歴
代
主
人
に
つ
い
て
i

建
陽
余

氏
刻
書
活
動
研
究

(
1
)

附
『書
林
余
氏
重
修
宗
譜
』
「書
坊
文
興

公
派
下
世
系
」第
三
十
七
世
ま
で
の
翻
刻
と
校
訂
」
(『中
国
古
典
小
説

研
究
』
第

一
九
号
、
二
〇

一
六
年
。
以
下
「前
論
」
と
称
す
)
に
て
、
明

代
後
期

の
万
暦
年
間
か
ら
清
初
に
か
け
て
活
動
が
確
認
出
来
る
余
氏

の
刻
書
家
に
は
、

『書
林
余
氏
重
修
宗
譜
』
(以
下
『宗
譜
』
と
略
称
)
の

載
せ
る

「書
坊
文
興
公
派
下
世
系
」
の
第
三
十
四
世
余
彰
徳
の
血
を
引

く
葦
慶
堂
系
統
、
同
じ
く
第
三
十
三
世
余
孟
和

(彰
徳
の
叔
父
)
の
血

を
引
く
雌
又
峰
堂
系
統
、
同
じ
く
第

三
十
四
世
余
福
海

(彰
徳

の
次

兄
)
の
血
を
引
く
永
慶
堂
系
統
と
、
誰

一
人
と
し
て
『宗
譜
』
に
名
が

見
え
ず

他
系
統
と
の
血
縁
関
係
が
不
明
な
自
新
齋
系
統
、
と
い
う
四

つ
の
血
統
が
確
認
出
来
る
こ
と
を
指
摘
し
た
ー
。

前
論

で
は
、
そ
の
う
ち
葦
慶
堂
系
統
に
属
す
る
刻
書
家
に

つ
い

て
、
各
自
の
名

・
字

・
号
、
活
動
時
期
、
書
坊
名
な
ど
を
掘
り
下
げ

た
。
本
稿
で
は
自
新
齋
系
統
に
つ
い
て
同
様
の
考
察
を
進
め
た
い
。

一
、
嘉
靖
隆
慶
間
の
自
新
齋

現
在
知
ら
れ
て
い
る
自
新
齋
の
最
も
早
い
刊
本
は
、
巻

二
・
三

・

四
の
各
巻
頭
第
四
行
に
「書
林
自
新
齋
余
氏
刊
行
」
と
あ
り
(巻

一
は

刊
行
者
名
な
し
)、
大
尾
に
「聖
賢
語
論
廼
孔
門
之
遺
書
垂
訓
之
/
法

言
學
者
誠
能
潜
心
玩
味
以
窮
其
/
理
而
力
行
之
則
知
格
物
致
知
之
要

/
修
齊
治
平
之
道
不
外
是
耳
本
堂
請
/
蕾
邑
陳
先
生
校
讐
無
謬
謹
依

官
本
/
大
字
鎭
梓
以
便
讃
者
披
閲
可
認
余
/
氏
自
新
齋
之
記
幸
堕
是

歳
/
嘉
靖
癸
巳
(十
二
年
、

一
五
三
三
)
仲
夏
之
吉
謹
識
」
の
有
界
双

辺
長
方
木
記
を
持
つ
『新
刊
標
題
明
解
聖
賢
語
論
』
四
巻
首

一
巻

(上

海
図
書
館
等
蔵
)
で
あ
る
2
。
そ
れ
に
次
ぐ

の
が
大
尾
に
「嘉
靖
辛
丑

歳

(二
十
年
、

一
五
四

一
)
孟
口
/
余
氏
自
新
齋
梓
口
」
の
長
方
木
記

を
持
つ
『孟
子
』
二
巻

(恰
佛
燕
京
図
書
館
蔵
)
だ
が
、
こ
れ
ら
二
書
に

は
自
新
齋
主
人
の
個
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
も
早
い
刊
行
者
の
個
人
名
を
記
し
た
自
新

齋
刊
本
は
、
嘉
靖
二
十
八
年
(
一
五
四
九
)
刊

の
『新
列
憲
台
考
謹
綱

目
批
購
音
繹
資
治
通
肇
大
成
』
二
十

一
巻

(東
北
師
範
大
学
図
書
館

蔵
、
筆
者
未
見
)
で
、
余
允
錫
の
手
に
な
る
と
い
う
3
。

余
允
錫
に
よ
る
自
新
齋
刊
本
は
、
管
見
の
限
り
他
に
巻

一
首
第
四

行
に
「自
新
齋

余
允
錫

梓
行
」
と
あ
っ
て
大
尾
に
「龍
飛
嘉
靖
甲

寅
歳

(三
十
三
年
、

一
五
五
四
)
冬
月
/
書
林
余
氏
自
新
齋
刊
行
」
の
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双
辺
長
方
木
記
を
持
つ
『新
刊
類
編
陰
陽
選
澤
合
併
通
書
大
全
』十
七
巻

(ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
)
と
、
巻

一
首
第

一一～
五
行
に
「次
崖

林
希
元

批
黙
/

門
人

葉
文
山

編
校
/

門
人

鄭
汝
霧

編
校
/

自
新

余
允
錫

梓
行
」
(傍
線
部
は
行
の
中
間
に
共
通

で

一
つ
だ
け
記
す
文
字
。
以
下
同
)
と
あ
り
、
大
尾
に
「嘉
靖
辛
酉

(四
十
年
、

一
五
六

一
)
春
月
余
氏
自
新
齋
刑
」
の
双
辺
長
方
木
記
を

持
つ
『新

列
正
績
古
文
類
抄
』
二
十
巻

(台
湾
国
家
図
書
館
蔵
)
が
あ

る
。
後
者
の
例
で
は
、
「自
新
」
が
余
允
錫
個
人
の
号
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
但
し
、
こ
れ
は
葉
文
山
と
鄭
汝
森
の

身
分
を
表
す
「門
人
」
と
並
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
余
允
錫
が
個
人
的

に
自
新
と
号
し
た
訳
で
は
な
く
、
自
新
齋
主
人
と
い
う
身
分
を
表
し

て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

自
新
齋
の
嘉
靖
刊
本
は
他
に
も
あ
る
が
、
允
錫
以
外
の
刊
行
者
名

を
記
す
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
続
く
隆
慶
年
間
の
自
新
齋
刊
本

は
、
巻

一
首
下
層
第
二
～
三
行
に
「星
源
游
氏
興
賢
堂
述
集
/
書
林

余
氏
自
新
齋
梓
行
」
と
あ
り
、
大
尾
に
「隆
慶
四
年
(
一
五
七
〇
)
夏
五

月
聚
奎
堂
同

珀
欄
蠕
刑
行
」
の
単
行
木
記
を
持

つ
『新
刊
批
註
分
旨
四

書
白
文
便
覧
』
六
巻

(加
賀
市
立
中
央
図
書
館
聖
藩
文
庫
蔵
)
が
唯

一

知
ら
れ
る
。
同
書
に
は
刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
な
い
。

二
、
「万
暦
元
年
刊
本
」
の
問
題
点

次
の
万
暦
年
間
に
は
、
余
良
木
(号
紹
崖
)、
余
良
相

(号
明
吾
)、

余
文
木
描
(号
泰
垣
)
と
い
う
三
人
に
自
新
齋
名
義
で
の
刻
書
活
動
が
確

認
出
来

る
。
こ
の
う
ち
、
紹
崖
余
良
木
と
泰
垣
余
文
木
…に
は
、
い
ず

れ
も
先
行
研
究
や
所
蔵
機
関
の
目
録
に
お
い
て
「万
暦
元
年
刊
」
と
さ

れ
て
い
る
刊
本
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
万
暦
元
年
の
次
に
活
動
が
確

認
出
来
る
年
は
、
紹
崖
余
良
木
は
万
暦
十
四
年
、
泰
垣
余
文
木
恥に
至

っ
て
は
万
暦
三
十
年
前
後
ま
で
下

っ
て
し
ま
う

(詳
細
は
次
章
で
述

べ
る
)
。
ど
ち
ら
も
そ
れ
以
降
は
数
年
以
内
に
複
数
の
刊
本
を
出
し

て
お
り
、
彼
ら
が
本
当
に
万
暦
元
年
に
活
動
し

て
い
た
と
し
た
ら
、

良
木
で
も
十
三
年
、
文
悉
と
な
る
と
約
三
十
年
も
の
活
動
の
空
白
期

間
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、

「万
暦
元
年
刊
」
と
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
そ
れ
が
確
か

な
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
現
時
点
で
は
そ
の

全
て
を
調
査
す
る
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
万
暦
元
年
刊
と
認
め
る

べ
き
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
反
面
、
万
暦
元
年
よ
り
も
ず

っ
と
後
に

刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
事
例
が
見

つ
か

っ
て
い
る
。

ま
ず
、
大
尾
に
「萬
暦
新
歳
孟
秋
月
/
自
新
齋
余
紹
崖
梓
」
の
蓮
牌

木
記
を
持

つ
『鼎
鍋
金
陵
三
元
合
評
選
職
國
策
狐
白
』
四
巻

(藩
陽
師

範
大
学
図
書
館

[筆
者
未
見
]、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
東
亜
図
書
館

蔵
)
は
、
巻

一
首
第
六
行
に
「

書
林

自

新
齋

余
良
木

繍

梓
」
、
巻
二
首
第
二
行
に
「書
林

自
新
齋

余
泰
垣

誘
梓
」、
巻

三
首
第
六
行
に
「書
林

泰
垣

余
文
木
描

繍
梓
」
、
巻
四
首
第

二
行
に

「書
林

(隔
八
格
)
繍
梓
」
、
巻

一
首
第

二
～
五
行
に

「會
元

審
林

湯
賓
サ

精
選
/
状
元

蘭
隅

朱
之
蕃

評
註
/
解
元

蘭
谷

襲
三
益

掠

評
/

後
學

豪
卿
父
林
世
選

彙
編
」
と
見
え
る
。
王
宇
「稀
見
善
本
《戦
国
策
狐

白
》
考
証
」
(『図
書
館
雑
誌
』
二
〇

=
二
年
第
三
期
)
は
、
湯
賓
サ

・
朱
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之
蕃

・
襲
三
益

・
林
世
選
の
生
年
や
科
挙
及
第
年
を
根
拠
に
、
同
書

は
万
暦

元
年
刊
本
で
は
あ
り
得
ず
、
こ
こ
で
の
「萬
暦
新
歳
」
は
「万

暦
年
間

の
あ
る
年
の
新
春
」
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。
「新
春
」
に
限
定
す
る
点
に
は
疑
問
が
残
る
が
4
、
万
暦
元
年
刊

で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
指
摘
に
は
疑
問
の
余
地
が
無
い
。
王
氏
は

続
け
て
万
暦
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
自
新
齋
が
湯
賓
サ

の
評
註
と
謳
っ
て
書
名
を
「狐
白
」
で
結
ぶ
書
物
を
多
数
出
版
し
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
、
同
書
も
朱
之
蕃
と
湯
賓
サ
が
状
元

・
会
元
と
し

て
及
第
し
た
万
暦
二
十
三
年
以
降
、
か
つ
襲
三
益
が
病
を
理
由
に
官

を
辞
し
た
万
暦
四
十
三
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
と
唱

え
て
い
る
が
、
刊
年
は
次
章
で
よ
り
詳
し
く
考
察
す
る
。

ま
た
、
福
建
省
古
玩
商
会

の
プ

ロ
グ
記
事
「禁
弔
挙
隅
之
三

明

万
厨
元
年
刊
本
《
坪
林
尻
朝
捷
景
》」
5
に
、
『鼎
鎮
歴
朝
捷
録
百
家
評

林
』
八
巻

(同
会
蔵
?
)
の
巻
首

・
大
尾
蓮
牌
木
記

・
半
葉
全
面
形
式

の
挿
画
三
幅
の
、
計
五
枚
の
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
プ
ロ
グ

は
大
尾
蓮
牌
木
記
の
「萬
暦
新
歳
孟
秋
月
/
自
新
齋
余
紹
崖
梓
」
を
根

拠
に
、
同
書
を
万
暦
元
年
刊
本
と
認
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述

の
通
り

「萬
暦
新
歳
」
は
万
暦
元
年
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
同
書
の

挿
画
の
画
風
は
万
暦
二
十
年
代
後
半
以
降
に
流
行
し
た
徽
派
の
そ
れ

で
あ
る
し
、
挿
画
が
全
四
幅
だ
と
い
う
情
報
と
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

三
幅
が
そ
れ
ぞ
れ
巻

一
・
巻
三

・
巻
不
明
の
第

一
葉
表
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
奇
数
巻
の
第

一
葉
表
に
半
葉
全
面
形
式
の
徽
派
挿

画
を
配
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
概
ね
万
暦
三
十
年
前
後
の
刊
行
と

見
ら
れ

る
文
台
余
象
斗
刊
本
『新
刊
京
本
校
正
演
義
全
像
三
國
志
傳

評
林
』
二
十
巻

(早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
)
6
が
、
上
図
下
文
で
あ
る

他
に
奇
数
巻
の
第

一
葉
表
は
半
葉
全
面
の
徽
派
挿
画
と
す
る
な
ど
、

類
似
の
形
式
は
万
暦
後
期
の
建
陽
刊
本
に
散
見
さ
れ
る
。
従

っ
て
、

同
書
は
万
暦
半
ば
以
降
の
刊
行
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

他
に
も
万
暦
元
年
刊
と
さ
れ
る
紹
崖
余
良
木
刊
本
や
泰
垣
余
文
恭

刊
本
は
あ
る
が
(注
3
参
照
)、
い
ず
れ
も
筆
者
未
見
で
、
何
を
根
拠

に
万
暦
元
年
刊
と
さ
れ
て
い
る
の
か
も
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
自

新
齋
系
統
の
書
坊
は

「萬
暦
新
歳
」
の
蓮
牌
木
記
を
頻
繁
に
用
い
た
よ

う
な
の
で
(後
述
の
恰
慶
堂
も
使

っ
て
い
る
。
注
16
参
照
)、
そ
れ
ら

も
「萬
暦
新
歳
」
を
根
拠
と
し
た
誤
解
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
は
、
あ
る
年
号
の
元
年
刊
と
著
録
さ
れ
て
い
る
筆

者
未
見
の
刊
本
は
、
確
か
な
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
刊

年
未
詳
の
も
の
と
同
等
に
扱
う
も
の
と
す
る
。

三
、
万
暦
以
降
の
自
新
齋

「万
暦
元
年
刊
本
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
け
ば
、
紹
崖
余
良
木

と
明
吾
余
良
相
は
万
暦
十
年
代
か
ら
、
泰
垣
余
文
木
描は
万
暦
三
十
年

前
後
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
刊
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
し
て
み
れ

ば
、
活
動
時
期
が
重
な
り
名
の

一
字
を
共
有
す
る
余
良
木
と
余
良
相

が
兄
弟
な
い
し
堂
兄
弟
で
、
彼
ら
よ
り
二
十
年
ほ
ど
遅
れ
て
現
れ
、

か
つ
名
に
「良
」
字
が
付
か
な
い
余
文
木
描は
、
彼
ら
よ
り
も

一
つ
下
の

世
代
の
人
物
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

万
暦
元
年
刊
本
を
認
め

な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
に
す

っ
き
り
と
整
理
出
来
る
こ
と
も
、
筆
者
が

未
見
の
「万
暦
元
年
刊
」
の
紹
崖
余
良
木
刊
本

や
泰
垣
余
文
木
描刊
本
も
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刊
年
の
誤
認
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
る

一
因
で
あ
る
。

以
下
、
彼
ら
の
具
体
的
な
刊
本
の

一
部
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

名

・
字

・
号
や
活
動
実
態
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

(1
)紹
崖
余
良
木

ま
ず
、
余
良
木
か
ら
見
て
行
こ
う
。
ま
ず
、

「紹
崖
」
が
彼
の
号
で

あ
る
こ
と
は
、
既
に
謝
水
順

・
李
班
注
3
書
二
五
四
頁
が
、
万
暦
四

十
二
年
自
新
齋
刊
本
『精
選
基
業
切
要
書
史
粋
言
分
類
評
林
諸
子
狐

白
』
四
巻

(復
旦
大
学
図
書
館
蔵
、
筆
者
未
見
)
の
巻
首
に
「書
林
紹
崖

余
良
木
梓
行
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
は
余
良
木
の
名
が
見
え
、
か
つ
刊
年
が
分
か
る
刊
本
と
し
て
は
、

現
在
知
ら
れ
る
最
も
刊
行
が
遅
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
筆
者
が
現
在
確
認
し
て
い
る
中
で
最
古
の
余
良
木
刊
本

は
、
無
界
の
封
面
中
央
に
「韓
朋
十
義
記
」
と
大
書
し
て
そ
の
左
右
に

「萬
暦
丙

戌
(十
四
年
、

一
五
八
六
)
冬
月
/
余
氏
紹
崖
梓
行
」
と
あ

り
、
巻
首
第
二
行
に
「新
安
余
氏
自
新
齋
梓
行
」
と
記
す
『新
刊
韓
朋

十
義
記
』
一
巻

(パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
)
で
あ
る
。
こ
こ
に
「新
安
余

氏
」
と
あ
る
の
は
、
建
陽
余
氏
の

一
族
が
新
安
余
氏
の
流
れ
を
汲
む

と
自
認
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
て
(前
論
参
照
)
、
同
書
が
徽
州
新
安

で
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

な
お
ハ
表
野
和
江
「宰
相
の
受
験
参
考
書

李
廷
機
と
挙
業
書

出
版
」
(『藝
文
研
究
』
第
八
七
号
、
二
〇
〇
四
年
)
一
八
九
頁
が
『新
鎮

評
繹
東
莱
呂
先
生
左
氏
博
議
』
四
巻

(九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
筆

者
未
見
)
を
右
よ
り
も
早
い
万
暦
十

一
年
余
良
木
刊
本
と
著
録
す
る

が
、
同
館
O
A
P
C
に
よ
る
と
大
尾
の
刊
記
に

「萬
暦
癸
巳
歳

(二
十

一
年
、

一
五
九
三
)
夏
月
余
紹
崖
梓
」
と
あ
る
と

い
う
か
ら
、
万
暦
十

一
年
刊
と
は
表
野
氏
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
巻
首
に
は
「書
林

紹
嵯

余
良
木

梓
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
、
余
良

木
が
万
暦
年
間
の
前

半
か
ら
「紹
崖
」
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

な
お
、
嘉
靖
間
の
余
允
錫
と
同
じ
く
、
余
良
木
に
も
「自
新
」
を

一

見
す
る
と
号
で
あ
る
か
の
よ
う
に
使
う
例
が
あ
る
。
大
尾
に
「萬
暦

癸
巳
歳
(二
十

一
年
、

一
五
九
三
)
冬
月
/
自
新
齋
余
紹
崖
梓
」
の
蓮

牌
木
記
を
持
つ
『鎮
南
華
真
経
三
註
大
全
』
二
十
巻
(国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫

[二
本
]、
慶
慮
義
塾
大
学
図
書
館
、
東
北
大
学
附
属
図
書

館
等
蔵
)
の
巻

一
首
第
二
～
三
行
に
「渕
秀
水

會
魁
陳
酪
典
輯
/
閲

書
林

自
新
余
良
木
梓
」
と
あ
る
の
だ
。
し
か
し
、
允
錫
の
場
合
と

同
様
、
こ
こ
で
も
「自
新
」
と
並
列
さ
れ
て
い
る

「會
魁
」
は
陳
諮
典
の

号
で
は
な
く
、
身
分
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、

允
錫
も
良
木
も
個
人

的
に
「自
新
」
を
号
と
し
た
訳
で
は
な
く
、
「自
新
齋
主
人
」
の
意
味
で

姓
名
の
上
に
「自
新
」
を
冠
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
同
書
は
右
記
の
通
り
伝
本
が
多
い
が
、
そ
の

中
で
内
閣
文
庫
蔵
本
の
片
方
(高
野
山
釈
迦
文
院
旧
蔵
)だ
け
は
、
本

来
の
序
の
他
に
、
前
述
の
嘉
靖
三
十
三
年
余
允
錫
自
新
齋
刊
本
『新

列
類
編
陰
陽
選
澤
合
併
通
書
大
全
』
の
序
二
種
計
三
葉
が
紛
れ
込
ん

で
い
る
。
こ
の
三
葉
も
他
の
葉
と
同
質
の
紙

に
刷
ら
れ
て
い
る
の

で
、
収
蔵
者
の
錯
綴
に
よ
る
混
入
で
は
な
く
、

出
害
以
前
の
印
刷
の

段
階
で
混
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
余
良
木
は
余
允
錫

の
作
っ
た
版
木
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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紹

崖
余

良

木

の
刊
本

は
比

較

的

多

く
、

紙

幅

の
都

合

上

こ

こ

で
全

て
を

列
挙

は
出

来

な

い
。

謝

水

順

・
李
誕

注

3
書

二
五

四
～

六

頁

の

リ

ス
ト

や
、

方

彦
寿

注

3
書

二
八

四

～

五

頁
等

を

参

照

さ
れ

た

い
。

な

お

、

い
信
9
　
①

○
巨

p

.、勺
艮
口
口
⇒
σq

暁
○
吋
勺
同
○
陰
け
ー

↓
げ
Φ

○
○
謹

β
Φ
8

巨

勺
9

冨

げ
Φ
H
oQ
O
州
旨
壁
⇒
<
9
昌
σq
》
岡
信
旨
8

(に

夢

山

刈
陛

○
①
葺

巳
①
。Q
)、、

(甲
H臼

く
鋤
『
Ω
d
b
旨
く
①
H
ω
一蔓

＼r
ω
一P
O
①
b
汁
①
斜
N
O
O
N
)
八

九
頁
の
系
図
で
は
、
余
紹
崖
を
『宗
譜
』
に
載
る
葦
慶
堂
系
統
の
第
四

十
世
余
紹
芳
の
兄
弟
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『宗
譜
』が
紹
芳

の
曾
祖
父
と
す
る
第
三
十
七
世
余
元
蒸
は
、
崇
禎
順
治
間
に
刻
書
を

行

っ
て
い
る
(前
論
参
照
)。
紹
崖
余
良
木
は
万
暦
前
期
か
ら
活
動
し

て
い
る

の
で
、
元
書照
の
曾
孫
に
当
た
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
。

(2
)明
吾
余
良
相

マ
マ

余
良

相
が
「明
吾
」
と
号
し
た
こ
と
は
、

「萬
暦
巳
亥
歳
(二
十
七

年
、

一
五
九
九
)
夏
月
/
自
新
齋
余
明
吾
梓
」
の
蓮
牌
木
記
を
持

つ

『重
刻
申
閣
老
校
正
朱
文
公
家
禮
正
衡
』
八
巻
(内
閣
文
庫
等
蔵
)
の
巻

一
首
第

二
～
三
行
の
「閾

武
夷

海
東

彰

濱

校
補
/
閾

書
林

明
吾

余
良
相

梓
行
」
か
ら
読
み
取
れ
る
。
同
書
冒
頭
に

は
半
葉
全
面
形
式
の
徽
派
挿
画
が
九
幅
ま
と
め
て
附
さ
れ
、
画
風
は

前
述
の
『鼎
鎮
歴
朝
捷
録
百
家
評
林
』
の
挿
画
と

一
致
す
る
。

な
お
、
方
彦
寿
注
3
書
二
八
五
頁
で
は
「余
明
吾
、
字
良
相
」
と
い

う
筆
者
と
異
な
る
名

・
字
の
解
釈
を
採
る
が
、
巻
頭
題
署
に
お
い
て

名
が
「姓

+
字
(ま
た
は
号
)
」
の
上
に
来
る
例
は
見
た
覚
え
が
な
い

し
、
右

の
例
で
「余
良
相
」
と
並
列
さ
れ
て
い
る
「彰

濱
」
も
明
ら
か

に
姓
+
名
な
の
で
、
良
相
は
名
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
前

論
で
述
べ
た
通
り
当
時
に
あ
っ
て
は
号
と
字
の
区
別
が
非
常
に
曖
昧

だ

っ
た
よ
う
な
の
で
、
「明
吾
」
は
字
で
あ

っ
た
可
能
性
や
、
字
と
号

を
兼
ね
る
呼
称
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
自
新
齋
系
統
以

外
の
三
系
統
の
余
氏
の
刻
書
家
に
は
字
と
号
が
ど
ち
ら
も
判
明
す
る

人
物
が
少
な
く
な
い
が
、
自
新
齋
系
統
の
刻
書
家
に
は
、
そ
の
両
方

が
判
明
す
る
人
物
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
見
つ
か

っ
て
い
な
い
。

明
吾
余
良
相
の
手
に
な
る
刊
本
は
、
他
に
万
暦
十
九
年
刊
だ
と
い

う
筆
者
未
見
の
『爾
漢
葦
寳
評
林
』
三
巻
(中
国
国
家
図
書
館
、
上
海

図
書
館
等
蔵
)
が
知
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
同
書

は
大
尾
に

「萬
暦
庚
寅

(十
八
年
、

一
五
九
〇
)
秋
自
/
新
齋
余
紹
嵯
梓
」
の
蓮
牌
木
記
を
持

つ
『史
記
葦
寳
評
林
』
三
巻
(中
国
科
学
院
図
書
館
等
蔵
)
の
姉
妹
編
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
余
良
相
は
余
良
木
を
輔
佐
す
る
よ
う
な
形
で
自

新
齋
の
経
営
の

一
部
を
担

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(3
)泰
垣
余
文
木
州

余
文
恭
が
姓
名
と
同

一
行
内
で
「泰
垣
」
と
も
名
乗

っ
て
い
る
例

は
、
既
に
前
章
で
『鼎
錨
金
陵
三
元
合
評
選
戦
國
策
狐
白
』
の
巻
三
首

第
六
行
を
挙
げ
た
。
王
宇
前
掲
論
文
は
そ
れ
に
よ

っ
て
泰
垣
と
文
恭

を
同

一
人
物
と
認
め
て
良
い
か
ど
う
か
の
判
断
を
保
留
す
る
慎
重
な

態
度
を
取
る
が
、
万
暦
甲
寅
(四
十
二
年
、

一
六

一
四
)
余
氏
自
新
齋

刊
本
『新
刻
韓
會
状
註
繹
荘
子
南
華
真
経
狐
白
』
四
巻

(台
湾
国
家
図

書
館
蔵
)
の
巻

一
首
第
二
～
四
行
に
も
「太
史

霊
林

湯
實
サ

校

閲
/
會
状

求
仲

韓

敬

註
繹
/
書
林

泰
垣

余
文
恭

梓
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行
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
大
尾
に
「崇
禎
甲
戌
(七
年
、

一
六
三
四
)
孟

秋
/
吉
旦
余
泰
口
梓
」
の
蓮
牌
木
記
を
持

つ
『新
刻
申
會
魁
家
傳
課
児

四
書
順
文
捷
鮮
』
六
巻
(内
閣
文
庫
蔵
)
の
巻

一
首
第
二
～
三
行
に
は

「會
魁

維
烈

申
紹
芳

輯
著
/
書
林

太

垣

余
文
恭

繍

梓
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、

「泰
(太
)
垣
」
が
余
文
恭
の
号
(ま

た
は
字
)
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
と
言
え
る
。

な
お
、
右
の
『新
刻
申
會
魁
家
傳
課
児
四
書
順
文
捷
鮮
』
は
、
筆
者

が
自
新
齋
系
統
に
分
類
し
て
い
る
刻
書
家
に
よ
る
刊
本
の
中
で
は
最

も
刊
年
が
遅
い
の
だ
が
、
蓮
牌
木
記
の
「崇
禎
甲
戌
」
の
四
字
は
他
よ

り
も

一
回
り
太
い
字
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
埋
木
改
刻
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
こ
の
本
は
よ
り
早
く
に
作
ら
れ
た
版
木

に
よ
る
崇
禎
七
年
印
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

「申
會
魁
」
こ
と

申
紹
芳
は
万
暦
四
十
四
年
(
一
六

一
六
)
の
進
士
で
あ
る
か
ら
、
万
暦

四
十
四
年
以
降
の
刊
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
仮
に
万
暦
四
十

四
年
刊
だ
と
し
て
も
、
自
新
齋
主
人
と
確
認
可
能
な
人
物
に
よ
る
刊

本
と
し
て
は
最
も
新
し
い
。
ま
た
、
刊
行
者
名
は
巻
首
で
も
蓮
牌
木

記
で
も
泰
垣
余
文
恭
で
あ
り
、
彼
の
署
名
に
は
改
刻
の
跡
は
見
ら
れ

な
い
の
で
、
年
次
が
改
刻
だ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
改
刻
を
行

っ
た

の
は
元

々
の
刊
行
者
で
あ
る
余
文
恭
自
身
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
確
か
な
刊
年
の
手
掛
か
り
が
あ
る
泰
垣
余
文
恭
刊
本
の
中

で
最
も
早
い
も
の
は
、
末
尾
に
「皇
庚
戌
歳

(万
暦
三
十
八
年
、

一
六

一
〇
)春

月
穀
旦
/

観
音
山
主
人
林
世
選
頓
首
拝
言
」
と
署
名
す

る
「重
刻
湯
先
生
左
傳
狐
白
引
」
を
持

つ
『重
銀
増
補
湯
會
元
遽
輯
百

家
評
林
左
傳
狐
白
』
四
巻
(内
閣
文
庫
[二
本
]等
蔵
)
で
、
巻

一
・
四

の
各
首
第
五
行
に

「自
新
齋

余
泰
垣

重
梓
」
(巻
二
は
「重
梓
」
が

「繍
梓
」、
巻
三
に
は
こ
の
行
な
し
)
と
あ
る
。

但
し
、
余
文
恭
が
刻
書
活
動
に
関
わ
り
始
め
た
時
期
は
、
お
そ
ら

く
も
う
少
し
遡
り
得
る
。
前
章
で
触
れ
た
『鼎
錨
金
陵
三
元
合
評
選

職
國
策
狐
白
』
四
巻
は
、
巻

一
首
と
大
尾
蓮
牌

木
記
に
は
紹
崖
余
良

木
の
名
が
見
え
る
が
、
巻
二

・
三
の
各
首
に
は
泰
垣
余
文
悉
の
名
が

見
え
て
い
た
。
王
宇
前
掲
論
文
で
は
、
巻
に
よ

っ
て
刊
行
者
が
別
人

と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
い
る

が
、
金
陵
の
周
氏
万
巻
楼
が
、
万
暦
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
巻

ご
と
に
同
族
な
が
ら
別
人
の
刊
行
者
名
を
記
し
た
刊
本
を
し
ば
し
ば

刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
例
と
同
じ
く
刊
行
者
の
名
が
見
え
な
い
巻
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
7
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
当
時
の
刊
本
に

は
間
々
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
を
詩
し
む
必
要
は
無
い
。
従

っ

て
、
同
書
は
余
紹
崖
が
現
役
の
自
新
齋
主
人
で
あ
っ
た
間
に
、
次
世

代
の
余
文
恭
と
共
同
で
刊
行
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

王
宇
前
掲
論
文
で
は
万
暦
二
十
三
年
か
ら
四
十
三
年
の
間
の
刊
行

と
推
定
さ
れ
て
い
た
同
書
だ
が
、
王
氏
未
見
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
蔵
本

に
よ
れ
ば
、
も
う
少
し
刊
年
を
絞
り
込
め
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
蔵
本

は
、
元
々
そ
れ
ぞ
れ
単
行
本
だ

っ
た
『左
伝
』
『国
語
』
『戦
国
策
』
『史

記
』
『秦
漢
』
の
各
「狐
白
」
を
集
め
た
『諸
史
狐

白
合
編
』と
い
う
叢
書

で
あ
り
、
「
{左
丘
明
春
秋
/
左
傳
狐
白
}

{左
丘
明
春
秋
/
國
語
狐

白
}
/
{劉
向
校
定
職
/
國
策
狐
白
}

{司
馬
遷
太
史
/
史
記
狐
白
}

/
{先
秦
東
西
爾
/
漢
書
狐
白
}

余
紹
崖
梓
/
諸
史
狐
白
合
編
」
(末

行
大
字
)
と
記
し
た
全
体
の
封
面
を
持

つ
。
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こ
の
う
ち
『史
記
狐
白
』
六
巻
は
、
巻
首
題
が
『鼎
錺
金
陵
三
元
合

選
評
註
史
記
狐
白
』
と
い
う
『戦
国
策
狐
白
』
と
殆
ど
同
じ
角
書
に
な

っ
て
い
て
、
巻

一
首
第
二
～
六
行
に
至

っ
て
は
前
章
で
引
い
た
『戦

国
策
狐
白
』
の
そ
れ
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
。
『史
記
狐
白
』
は
大
尾

に
「萬
暦
歳
次
庚
子

(二
十
八
年
、

一
六
〇
〇
)
孟
秋
/
書
林
余
氏
自

新
齋
梓
」
の
蓮
牌
木
記
を
持

っ
て
い
る
。

一
方
で
、
『史
記
狐
白
』
の

続
編
に
当
た
る
『秦
漢
狐
白
』
四
巻
は
、
大
尾
に
「萬
暦
甲
辰
(三
十
二

年
、

一
六
〇
四
)
仲
秋
余
紹
崖
梓
」
の
双
辺
単
行
木
記
を
持
つ
が
、
巻

首
題
は
『新
鎭
張
状
元
遜
輯
評
林
秦
漢
狐
白
』
で
、
編
者
が
万
暦
二
十

九
年
の
状
元
た
る
張
以
誠
に
代
わ

っ
て
い
る
。
し
て
み
る
に
、
『戦

国
策
狐
白
』
の
刊
行
は
『史
記
狐
白
』
と
近
い
時
期
で
、
『秦
漢
狐
白
』

よ
り
は
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
『史
記
狐
白
』
の
各
巻
首
題
の
う
ち
「史
記
狐
白
」
の
四

字
に
は
、
埋
木
改
刻
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
対
し
て
、
『戦
国
策
狐

白
』
の
各
巻
首
題
に
は
埋
木
改
刻

の
痕
跡
は
見
ら
れ
な

い
。
そ
し

て
、
「狐
白
」
の
文
字
が
埋
木
改
刻
に
よ
る
の
は
、
残
る
『新
鎭
湯
會

元
透
輯

評
林
左
傳
狐
白
』
四
巻
と
『新
刻
湯
會
元
精
透
評
繹
國
語
狐

白
』
四
巻

に
も
共
通
す
る
。
こ
の
二
種
は
内
閣
文
庫
に
同
版
で
よ
り

刷
り
の
早
い
本
が
残
る
の
だ
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
で
は
序
も
目
録
も

巻
首
も

「狐
白
」
の
箇
所
が
「秋
型
」
と
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
プ
リ

ン
ス
ト

ン
蔵
の
『諸
史
狐
白
合
編
』
に
収
め
る
『左
伝
狐
白
』
と
『国
語

狐
白
』
は
、
元
々
『左
伝
藝
型
』
と
『国
語
藝
型
』
で
あ

っ
た
の
を
改
題

し
た
後
修
本
な
の
で
あ
る
8
。
内
閣
文
庫
蔵
の
『国
語
藝
型
』
の
大
尾

に
は
「萬
暦
丙
申
禮

(二
十
四
年
、

一
五
九
六
)
冬
月
/
自
新
齋
余
氏

梓
行
」
の
蓮
牌
木
記
が
あ
り
、
こ
れ
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
蔵
の
後
修
本

で
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
『諸
史
狐
白
合
編
』
五
種
の

う
ち
、
少
な
く
と
も
『左
伝
』
と
『国
語
』
の
書
名

は
、
叢
書
に
収
め
る

に
当
た

っ
て
全
体
の
統

一
を
図
る
べ
く
改
題
し
て
「狐
白
」
に
な

っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

で
は
『史
記
狐
白
』
は
ど
う
か
。
目
録
と
巻

一
～
四
の
首
題

の
「史

記
狐
白
」
四
字
は
明
ら
か
に
埋
木
改
刻
な
の
だ

が
、
巻
五
と
巻
六
で

は
そ
れ
が
明
白
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
末
尾
に

「湯
實
サ
書
」と
署
名

す
る
「剣
史
記
狐
白
序
」
で
は
、

「狐
白
」
の
文
字
が
改
刻
で
は
な
い
ど

こ
ろ
か
、

「狐
白
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ

る
か
が
浴
々
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
9
。
と
な
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
二
通
り
だ
。

一

つ
は
、
元
々
別
の
書
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
「狐
白
」
に
改
題
し

た
後
修
本
を
刊
行
す
る
に
当
た

っ
て
こ
の
序

を
附
し
た
。
も
う

一
つ

は
、
別
の
書
名
で
刊
行
す
る
つ
も
り
で
版
木

を
作
り
始
め
た
が
、
序

を
書
く
に
当
た
っ
て
思
い
つ
い
た
「狐
白
」
と
い
う
美
称
を
急
遽
使
う

こ
と
に
な
り
、
初
印
本
の
出
管
よ
り
も
前
に
既
に
改
刻
を
済
ま
せ
て

い
た
。
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、

「狐
白
」
の
意
味
を
わ
ざ
わ
ざ
長
々
と
説
く
序
が
附
さ
れ
て
い
る

以
上
、

「狐
白
」
を
書
名
に
用
い
る
刊
本
は
こ
の
『史
記
狐
白
』
が
初
め

て
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「狐
白
」
を
含

む
書
名
の
刊
本
は
他

に
も
幾
つ
か
あ
る
の
だ
が
、

「万
暦
元
年
」余
紹
崖
刊
本
と
さ
れ
て
い

る
筆
者
未
見

の
『通
鑑
纂
要
抄
狐
白
』
六
巻

首

一
巻

(北
京
師
範
大

学
、
清
華
大
学
蔵
)
を
除
け
ば
、
刊
年
の
知
ら
れ
る
も
の
は
い
ず
れ

も
万
暦
三
十
年
代
以
降
の
刊
で
あ
る
m
。
と
な
れ
ば
、
「狐
白
」
の
二
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字
が
改
刻
で
は
な
い
『戦
国
策
狐
白
』
は
、
『史
記
狐
白
』
よ
り
も
刊
行

が
遅
い
と
見
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
よ
り
、
『鼎
錨
金
陵
三
元
合
評
選
職
國
策
狐
白
』
の
刊
年
は
、

万
暦
二
十
八
年
か
ら
三
十
二
年
の
間
ま
で
絞
り
込
む
こ
と
が
出
来
そ

う
だ
。

こ
の
頃
か
ら
余
文
木
描が
自
新
齋
の
経
営
に
加
わ
る
よ
う
に
な

り
、
二
世
代
に
よ
る
経
営
が
以
後
十
数
年
続
い
た
の
だ
ろ
う

(但

し
、
『諸

史
狐
白
合
編
』
五
種
の
う
ち
、
『戦
国
策
』
以
外
の
四
種
に

は
、
刊
行
者
の
個
人
名
は
紹
崖
余
良
木
し
か
挙
が
っ
て
い
な
い
)。

な
お
、
葦
慶
堂
に
も
万
暦
三
十
年
代
に
余
彰
徳
と
余
磨
良
、
崇
禎

年
間
に
余
慮
良
と
余
昌
宗
と
、
父
子
が
同
時
期
に
主
人
を
務
め
る
こ

と
が
あ

っ
た
(前
論
参
照
)
。
し
て
み
れ
ば
、
文
恭
は
良
木
の
息
子
で

あ
る
蓋
然
性
が
高
か
ろ
う
。
先
代
が
現
役
バ
リ
バ
リ
の
う
ち
に
後
継

者
に
経
験
を
積
ま
せ
る
の
が
余
氏
の
書
坊
の
流
儀
だ

っ
た
よ
う
だ
。

四
、
自
新
齋
と
他
の
建
陽
余
氏
書
坊

自
新
齋
の
歴
代
主
人
の
活
動
状
況
は
前
章
ま
で
に
見
た
通
り
で
あ

る
。
前
述
の
通
り
、
彼
ら
は
『宗
譜
』
に
は
全
く
載

っ
て
い
な
い
。

前
論

で
触
れ
た
通
り
、
葦
慶
堂
系
統

・
隻
峰
堂
系
統

・
永
慶
堂
系

統
の
共
通
の
祖
先
で
あ
る
第
三
十
二
世
の
余
継
安
(字
履
泰
)
が
嘉
靖

十
二
年
に
清
修
寺
を
再
建
し
、
そ
こ
に
版
木
を
集
め
て
印
刷
出
版
を

行
っ
て
い
た
。
初
期
の
自
新
齋
刊
本
は
余
継
安
の
活
動
時
期
に
重
な

る
が
、

『宗
譜
』
は
継
安
を
嘉
靖
三
十

一
年
没
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
以
降
に
も
活
動
し
て
い
る
余
允
錫
は
、
継
安
と
同

一
人
物
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

も
し
允
錫
が
『宗
譜
』
に
載
る
誰
か
の
字
号
か
別
名
だ
と
し
た
ら
、

活
動
時
期
か
ら
し
て
第
三
十
二
世
か
第
三
十
三
世
辺
り
に
相
当
し
そ

う
だ
が
、
第
三
十
三
世
の
仲
明
の
子
孫
は
葦
慶
堂
系
統
、
孟
和
の
子

孫
は
讐
峰
堂
系
統
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
人
の
可
能
性
は
非
常
に
低

い
。

一
方
、
第
三
十
二
世
の
洪

・
世
能

・
世
昂
や
、
第
三
十
三
世
の

升
郎

・
定
郎
は
『宗
譜
』
が
子
孫
を
失
考
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
い

ず
れ
か
が
允
錫
で
あ

っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
十
世

の
萱

・
元
貴
や
三
十

一
世
の
武

・
静
と
い
っ
た
、
継
安
よ
り
前
の
世

代
で
子
孫
を
失
考
し
て
い
る
人
物
の
子
孫
が
允
錫
だ
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
、
允
錫
が
『宗
譜
』
に
漏
れ
た
継
安
の
息
子
か
、
年
の

離
れ
た
弟
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
嘉
靖
十
二
年
や

同
二
十
年
の
自
新
齋
刊
本
は
允
錫
よ
り
も
上
の
世
代
の
人
物
の
刊
行

か
も
し
れ
ず
、
そ
の
人
物
が
継
安
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
話
で

は
な
い
か
ら
、
継
安
が
自
新
齋
の
経
営
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。

允
錫
と
そ
の
後
継
者
た
ち
が
、
葦
慶
堂
系
統

・
雌又峰
堂
系
統

・
永

慶
堂
系
統
を
輩
出
し
た
書
坊
文
興
公
派
下
世
系
と
は
全
く
別
系
統
の

血
統
だ
と
い
う
こ
と
も
、
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
。
し
か
し
、

注
10
で
述

べ
た
よ
う
に
自
新
齋
特
有

の
書
名

用
語
で
あ

っ
た
「狐

白
」
を
隻
峰
堂
系
統
が
少
し
遅
れ
て
採
り
入
れ
て
い
る
し
、
次
章
で

見
る
よ
う
に
、
万
暦
年
間
に
華
慶
堂
系
統
や
雌
又
峰
堂
系
統
と
提
携
を

持
っ
て
い
た
金
陵
の
唐
氏
や
周
氏
の
書
坊

u
と

の
間
に
、
自
新
齋
系

統
も
あ
る
程
度
の
繋
が
り
を
持

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
な
ど
、
自

新
齋
は
刻
書
活
動
の
上
で
右
の
三
系
統
と
の
近
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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血
統
上
も
比
較
的
近
い
間
柄
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
方
、
同
じ
建
陽
余
氏
で
も
、
元
代
か
ら
嘉
靖
年
間
ま
で
続
い
て

い
た
讐
桂
書
堂
(血
統
不
明
)
と
は
、
あ
ま
り
関
係
が
緊
密
で
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、
自
新
齋
の
刊
本
に
、
大
尾
に
「嘉
靖

壬
子
歳

(三
十

一
年
、

一
五
五
二
)
仲
夏
/
余
氏
自
新
齋
梓
行
」
の
有

界
双
辺
長
方
木
記
を
持

つ
『新
刊
憲
墓
萱
正
性
理
大
全
』
七
十
巻

(都

立
中
央

図
書
館
蔵
)
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
と
同
年
に
、
大
尾

に
は
「嘉
靖
壬
子
孟
秋
/
雌
又桂
書
堂
新
刊
」
の
蓮
牌
木
記
、
序
末
に
は

「嘉
靖
壬
子
年
余
氏
讐
桂
堂
校
正
重
刊
」
の
双
辺
単
行
木
記
を
持
つ

『新
列
性
理
大
全
』
七
十
巻

(米
沢
市
立
図
書
館
蔵
)
も
刊
行
さ
れ
て
い

る
の
だ
。
両
書
は
角
書
や
行
款
こ
そ
違
え
ど
、
中
身
は
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
。
両
書
坊
の
問
に
提
携
関
係
が
あ
れ
ば
、
同
年
に
同
地
域
で

殆
ど
同
内
容
の
書
物
を
刊
行
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
万
暦
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
余
良
史
(号

秀
峰
)
皿
と
余
良
進

(号
蒼
泉
)
B
と
い
う
人
物
が
、
恰
慶
堂
と
い
う

書
坊
名
で
刻
書
を
行

っ
て
い
る
。
謝
水
順

・
李
誕
注
3
書
二
五
四
頁

が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
二
人
は
余
良
木

・
余
良
相
と
同
世
代
で
親

等
が
近
い
人
物
で
あ
ろ
う
か
ら
u
、
恰
慶
堂
名
義
で
活
動
し
た
人
物

も
、
自
新
齋
系
統
の
血
統
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
恰
慶
堂
主
人
と

し
て
活
動
し
た
人
物
に
は
、
他
に
万
暦
末
か
ら
天
啓
年
間
に
か
け
て

の
余
完
初
(名

・
字

・
号
の
い
ず
れ
な
の
か
不
明
)
が
い
る
蛎
。
恰
慶

堂
刊
本

の
具
体
例
は
、
謝
水
順

・
李
艇
注
3
書
二
五
七
～
八
頁
や
方

彦
寿
注
3
書
二
九
七
～
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
玲
。
そ
の
ど
ち
ら
も

載
せ
て
い
な
い
天
啓
年
間

の
余
完
初
恰
慶
堂
刊
本
に
は
、
封
面
に

「恰
慶
堂
余
完
初
梓
」
と
あ
り
「天
啓
三
年
孟
夏
長
洲
湛
持
/
文
震
孟

題
」
と
結
ぶ
「家
語
正
印
叙
」
を
持
つ
『鼎
鎭
二
翰
林
校
正
句
鮮
評
繹
孔

子
家
語
正
印
』
三
巻
首

一
巻

(内
閣
文
庫
蔵
)
が
あ
る
。

な
お
、
自
新
齋
は
経

・
史

・
子
部
の
基
本
典
籍
や
ら
酪
賓
王
や
三

蘇
と
い
っ
た
唐
宋
詩
人
の
別
集
や
ら
の
「狐
白
」
本
や
「評
林
」本
を
数

多
く
手
掛
け
て
お
り
、
挙
業
書
や
初
学
書
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

と
言
え
そ
う
だ
。
対
し
て
、
恰
慶
堂
は
そ
う
し
た
書
物
も
…幾
ら
か
手

掛
け
は
す
る
が
、
自
新
齋
が
全
く
手
を
付
け

て
い
な
い
医
書
を
数
多

く
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
新
齋
の
刊
本
に
は
、
葦
慶
堂
系
統

・

讐
峰
堂
系
統

・
永
慶
堂
系
統
が
い
ず
れ
も
複
数
刊
行
し
て
い
る
章
回

小
説
や
、
前
二
者
が
得
意
と
し
た
通
俗
類
書
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
主
人
ご
と
の
好
み
や
得
手
不
得
手
も
あ

ろ
う
が
、
近
縁
の
書
坊

問
で
棲
み
分
け
を
図

っ
て
い
た
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
自
新
齋
と
金
陵
の
書
坊

注
11
拙
稿
に
お
い
て
、
万
暦
十
年
代
以
降
、
江
西
金
難
の
出
身
者

が
金
陵
で
営
ん
で
い
た
唐
氏
世
徳
堂

・
唐
氏
富
春
堂

・
周
氏
万
巻
楼

と
、
建
陽
余
氏
の
葦
慶
堂
や
墜
峰
堂
三
台
舘
と
が
、
互
い
の
刊
本
を

重
刊
(覆
刻
ま
た
は
翻
刻
)
す
る
権
利
を
認
め
合
う
提
携
関
係
に
あ

っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
の
結
び
と
し

て
、
自
新
齋
も
そ
の

提
携
の
輪
に
加
わ

っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
表
野
前
掲
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
第
三
章
で
挙
げ
た

余
良
木
自
新
齋
万
暦
十
八
年
刊
本
『史
記
葦
寳
評
林
』
三
巻
と
余
良
相

自
新
齋
万
暦
十
九
年
刊
本
『雨
漢
葦
寳
評
林
』
三
巻
は
、
共
に
万
暦
二
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十
年
に
対
峰
周
日
校
万
巻
楼
に
よ

っ
て
同
題
同
巻
数
で
重
刊
さ
れ
て

い
る
(い
ず
れ
も
中
国
科
学
院
図
書
館
蔵
η
)
。
前
論
で
挙
げ
た
通

り
、
こ
の
時
期
に
は
世
徳
堂

・
富
春
堂

ジ
万
巻
楼
の
刊
行
し
た
上
元

王
氏
の
挿
画
を
持
つ
書
物
が
余
象
斗
讐
峰
堂
に
よ
っ
て
陸
続
と
覆
刻

さ
れ
て
い
る
の
で
、
周
日
校
万
巻
楼
に
よ
る
自
新
齋
刊
本
二
種
の
重

刊
は
、

そ
れ
と
表
裏

一
体
の
事
業
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

但
し
、
余
象
斗
に
よ
る
そ
れ
ら
の
覆
刻
本
が
底
本
の
版
元
で
あ
る
唐

氏
や
周
氏
の
名
を
必
ず
ど
こ
か
に
明
記
す
る
の
に
対
し
て
、
周
日
校

万
巻
楼
刊
本
『雨
漢
華
寳
評
林
』
に
は
自
新
齋
の
名
も
余
良
木
の
名
も

ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
違
い
は
あ
る
。

ま
た
、
第
三
章
で
挙
げ
た
余
良
木
自
新
齋
万
暦
十
四
年
刊
本
『新

刊
韓
朋
十
義
記
』は
上
元
王
氏
の
初
期
の
画
風
の
半
葉
全
面
形
式
の

挿
画
を
持

つ
が
、
類
似
の
挿
画
が
唐
富
春
富
春
堂
〔万
暦
前
期
〕
刊
本

『新
刊
音
註
出
像
韓
朋
十
義
記
』
二
巻

(上
海
図
書
館
蔵
)
に
も
見
ら
れ

る
。
こ
の
画
風
は
富
春
堂
が
万
暦
前
期
に
刊
行
し
た
数
十
種
の
戯
曲

刊
本
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『韓
朋
十
義
記
』も
富
春
堂
刊

本
の
方

が
先
行
す
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
自
新
齋
刊
本
は
本
文
の
版
式

や
字
様

が
富
春
堂
刊
本
と
は
大
き
く
異
な
り
、
挿
画
の
構
図
も
若
干

違
っ
て
い
て
、
字
様
や
版
式
は
む
し
ろ
唐
氏
世
徳
堂
の
戯
曲
刊
本
の

そ
れ
に
近
い
。
富
春
堂
の
戯
曲
を
世
徳
堂
が
翻
刻
し
た
事
例
が
『趙

氏
孤
児
記
』
に
認
め
ら
れ
る
の
で
B
、
も
し
か
す
る
と
こ
れ
に
も
富

春
堂
刊
本
を
翻
刻
し
た
世
徳
堂
刊
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
更
に
覆
刻
し

た
の
が
自
新
齋
刊
本
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
自
新

齋
刊
本

が
金
陵
刊
本
の
重
刊
本
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
が
、
こ

の
本
に
も
金
陵
の
書
坊
や
刻
書
家
の
名
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
自

新
齋
と
唐
氏

・
周
氏
の
繋
が
り
は
、
余
象
斗
箋
峰
堂
や
余
彰
徳
葦
慶

堂
の
そ
れ
と
は
些
か
ス
タ
ン
ス
が
違

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
第

一
章
で
挙
げ
た
『新
刊
批
註
分
旨
四
書
白
文
便
覧
』

も
、
金
陵
の
書
坊
と
の
連
携
の
上
で
の
刊
行
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
り

そ
う
だ
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
ま
ず
同
書
は
巻

一
首
第
三
行
お
よ
び
巻

二
以
降
の
各
首
第
二
行
に
「星
源
游
氏
興
賢
堂
述
集
」
と
あ
る
(巻
五

の
み
こ
の
行
を
損
欠
)。
こ
の
星
源
游
氏
興
賢
堂
を
名
乗
る
人
物
の
詳

細
は
不
明
だ
が
、
世
徳
堂
が
〔万
暦
前
期
〕
に
刊
行
し
た
『断
髪
記
』

『月
亭
記
』
『還
帯
記
』
と
い
う
三
種
の
戯
曲
を
校
訂
し
て
い
る
p
。

そ
の
上
で
、
前
述
の
通
り
同
書
は
大
尾
に

「隆
慶
四
年
夏
五
月
聚

奎
堂
同

ヨ
欄
鮪
刊
行
」
の
単
行
木
記
を
持

つ
。
活
動
時
期
か
ら
す
る

と
、
三
梶
堂
は
建
陽
王
氏
三
梶
堂

で
あ
ろ
う
。
後
に
大
尾
に
「萬
暦

辛
卯
(十
九
年
、

一
五
九

一
)
秋
九
/
月
書
林
王
祐
刊
」
の
蓮
牌
木
記

を
持
ち
、
巻

一
・
二

・
四

・
六
の
各
首
下
層
第

二
～
四
行
に
「太
醤

院

醤
官

雲
林

襲
廷
賢

編
輯
/

豫
章

古
臨

沖
懐

朱

鼎
臣

校
正
/

閾
海

書
林

三
椀
堂

王

祐

梓
行
」
と
あ

る
『新
鎮
贅
頭
復
明
眼
方
外
科
神
験
全
書
』
六
巻

(上
海
図
書
館
蔵
)
を

刊
行
し
て
い
る
。
襲
廷
賢
は
周
日
校
の
姻
戚
で
万
巻
楼
の
主
力
執
筆

者
で
あ
っ
た
か
ら
(注
11
拙
稿
参
照
)
、
周
氏
に
何
ら
か
の
伝
手
が
な

け
れ
ば
彼
の
著
書
を
刊
行
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
は
ず
だ
。
偽
作

で
な
い
な
ら
ば
、
三
椀
堂
は
か
つ
て
共
同
刊
行
を
し
た
自
新
齋
を
通

し
て
、
周
氏
と
の
繋
が
り
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

聚
奎
堂
が
些
か
定
め
が
た
い
の
だ
が
、
遊
氏
興
賢
堂
と
金
陵
出
版

卜11一



界
の
繋
が
り
を
念
頭
に
置
く
と
、
万
暦
四
十
年
代
か
ら
崇
禎
年
間
に

か
け
て
金
陵
で
活
動
し
て
い
る
少
泉
李
潮
聚
奎
櫻

20
の
何
代
か
前
に

当
た
る
と
い
う
可
能
性
が
浮
か
ぶ
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

金
陵
の
書
坊
と
建
陽
の
二
書
坊
の
共
同
刊
行
、
な
い
し
は
金
陵
刊
本

を
建
陽
の
二
書
坊
が
共
同
で
重
刊
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『新
刊
批
註
分
旨
四
書
白
文
便
覧
』
の
刊
記
や
題
署

か
ら
は
、
注
11
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
り
も
、
よ
り
早
い
時
期
か
ら
、

よ
り
多
く
の
書
坊
の
問
に
広
域
的
な
連
携
が
あ
っ
た
可
能
性
が
垣
間

見
え
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
提
起
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

1234

な
お
、

『宗
譜
』
に
見
え
ず
、

こ
の
四
系
統
と

の
血
縁
関
係

の
有
無
も
確

認
不
能
な
余
氏
の
刻
書
家
も
、
少
な
か
ら
ず

存
在
す

る
。

巻
之
首
途
中

の
第
十

四
葉
裏

に
も

「余
氏
自
新
齋
刊
」
と
結
ぶ
刊
行
識
語

四
行
か
ら
な
る
有
界

双
辺
長
方
木
記
が
あ
る
。

謝
水
順

・
李
誕

『福
建
古
代
刻
書
』
(福
建
人
民
出
版
社
、

一
九
九
七
年
)

二
五

四
頁
、
方
彦
寿

『建
陽

刻
書
史
』
(中
国
社
会

出
版
社
、

二
〇
〇
三

年
)
二
八
四
頁
参
照
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
黄
龍
祥

「中

医
古
籍
版
本
鑑
定
常
見

問
題

例
説
」
(『文

献
』
一
九
九
八
年
第

二
期
)
も
、

「萬
暦
新
歳

穀
旦
」
や

「萬
暦
新

歳
春
月

穀
旦
」
は

「万
暦
年
間

の
あ
る
年

の
正
月

の
吉

日
」
を
指
す

に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
を
元
年

と
断
定
す
る

の
は
誤
り
だ

と
、
別

の
具
体
例

を
挙
げ

て
指

摘
し

て
い
る
。
筆
者
も

両
氏

の
説

に
大
筋

で
異
論

は
無

い
が
、

こ
の

『鼎
錯

金
陵
三
元
合

評
選
戦

國
策

狐
白
』
で
は

「萬
暦

新
歳
」
の
直
後

が

5678

「
孟
秋
」
(旧
暦

七

月
)
と

な

っ
て
い
る

し
、
注

16
後

掲

の

二
例

も

「秋

月
」
や

「仲
春
」
(旧
暦

二
月
)
が
続
く
か
ら
、

「萬
暦
新
歳
」
は
単
に

「万
暦

年
間

の
あ
る
年
」
を
指
す
だ

け
と
な

っ
て
お
り
、
本

来
持

っ
て
い
た
は

ず

の
「新
春
」
の
意
味
す
ら
失

っ
て
い
る
と
見
る

べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。
思
う

に
、
版
下

を
作
成

す
る
際
に
、

(版
木

の
完

成
が
翌
年

以
降

に
な

る
可
能
性
を
考

え
て
)
最
終
的
に
実
際

の
刊
行
年

の
干
支

に
変

え

る
前
提

で
木
記

に

「年
号

+
新
歳
」
と
書

い
て
お
く
場
合
が
あ
り
、

そ
れ

を
改
め

ぬ
ま
ま
上
梓
し

て
し
ま
う
こ
と

が
間

々
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
な

の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
具
体
的

な
年
次

を
記
す
刊
本

で
も
、
封
面
と
木

記

で
示
さ
れ

る
刊
年
が
異
な

る
事
例
は
間

々
あ

る

の
で

(例
え
ば
、
内

閣
文
庫
蔵

の
忠

正
堂
熊
龍
峰

刊
本
『重
刻
元
本
題
評
音
繹
西
廟
記
』
二
巻

の
刊
年

は
、
封
面

で
は
庚

寅

(
一
五
九

〇
)
、
大
尾

の
蓮
牌
木
記

で
は
萬

暦

壬
辰

(
二
十
年
、

一
五
九

二
)
と
な

っ
て

い
る
)
、
版
木

の
製
作

に
は

一
～

二
年

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か

っ
た
の
だ

ろ
う
。
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二
〇

一
五
年

十

月

九

日

閲

覧
。

佐
藤
由
美

「志

伝
評
林
本

『三
国
志
演
義
』
に

つ
い
て
」
(『集
刊
東
洋
学
』

第

八
六
号
、

二
〇
〇

一
年
)
参
照
。

拙
稿

「金
陵
書
坊

周
日
校
万
巻
楼
仁
寿

堂
と
周
氏
大
業
堂

の
関
係
に

つ

い
て
」
(『斯
道
文
庫
論
集
』第

四
八
輯
、

二
〇

一
四
年
)
参
照
。

そ
も
そ
も
、
プ

リ
ン

ス
ト

ン
蔵

の
『左
伝
狐
白
』
と
『
国
語
狐
白
』
は
、
巻

二
～
四

の
首
題
は
内
閣
文
庫
蔵
本
と
同
じ

「秋
型
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
書

名
を

「狐
白
」
に
改

め
て
あ
る

の
は
序

・
目
録

・
巻

一
首
だ

け
で
あ

る
。

な
お
、

前
述

の
余
文

木
描重
刊
本

『重
鎭

増
補
湯
會
元
遊
輯

百
家
評
林
左

一20」.
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傳
狐
白
』
は
、
書
名
を

「狐
白
」
に
改
め
た
後

の
余
良
木
刊
本

を
底
本
と

す
る
翻
刻
で
あ
る
。

方
彦
寿
注
3
書

二
八
四
頁

に
言
う
通
り
、

「狐

白
」
と

は
裏

の
原
料

と
な

る
狐

の
腋

の
下
の
毛
を
指
す
。
方
氏
は
袈
の
よ
う

に
良
質
な
編
集

の
本

と

い
う
意
味
だ

と
解

し
て
お
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
確

か
な

の
だ

が
、
狐

白
は

一
頭
か
ら
は
僅

か
な
量
し
か
取
れ
ず
、
裏

は
沢
山

の
狐

か
ら

そ
れ

を
集
め

て
作

ら
れ
る

の
で
、

「大
勢

の
学
者

の
膨
大
な

説

の
中
か

ら
、

各
自

の
美
点
を
選
り
抜

い
た
」
と
い
う
含

意
も
あ

る
よ
う
だ

(こ
の
序
に

「是
書
差
累
幾
許
狐
乃
得
之
」
と
あ
る
)
。

万
暦
年
間

の
う
ち
は
自
新
齋
刊
本
に

の
み
見
ら
れ
、
天
啓
年
間

に
な

る

と
隻
峰
堂
系
統

の
書
坊
も

用
い
て
い
る
が

(巻

一
首
第

二
～

四
行

に

「西

安

孟
旋
方
慮
祥

輯
訂
/
呉
江

伯
離
趙
鳴
陽

校
閲
/

潭
陽

三
台
舘
余
氏

梓
行
」
と
記
す

壬
戌

(天
啓

二
年
、

一
六
二

二
)
序
刊
本
『錯
方
孟
旋
先
生
輯
訂
義
経
狐
白
解
』
八
巻

(蓬
左
文
庫
蔵
)

が
あ

る
)
、
建
陽
余
氏

の
書
坊

以
外

の
使
用
例

は
極
め

て
稀

で
、
大

尾

に
「萬
暦
壬
子

(四
十

年
、

一
六

一
二
)
仲
夏
月
/

唐
氏

世
徳

堂
重
梓
」
の

蓮
牌
木
記

を
持

つ
『通
鑑
纂
要
抄
狐
白
』
六
巻
首

一
巻

(プ

リ

ン
ス
ト
ン

大
学
東

亜
図
書
館

蔵
。
お
そ

ら
く
前
述

の
余
紹
崖

刊
本

の
重

刊
本

で

あ
ろ
う
)
だ
け
し
か
見

つ
け

て
い
な
い
。

拙
稿

「明
末

の
商
業

出
版
に
お
け

る
異
姓
書
坊

間
の
広
域
的
連
携

の
存

在

に
つ
い
て
」
(『東
方
学
』
第

=
一二

輯
、

二
〇

一
六
年
)
参
照
。

大
尾
に

「恰

慶
堂
余
秀
峰
梓
」
の
単
行
蓮
牌
木

記
を
持

つ
『新
刻
太

醤
院

訂
正
薫
頭
鶴
方
捷
裡
』
三
巻

(内
閣
文
庫
蔵
)
の
巻

上
首
下
層
第

三
行
に

「書
林
秀
峯

余
良
史

梓
」
と
あ

る
。

13141516

序

末

に

「萬
暦

壬
寅

歳

(三
十

年
、

一
六
〇

二
)
仲

春
捜

真
子

楊
崇

魁

序
」
と

あ
る
『新

刊
官
板
本
草

真
詮
』
二
巻

(内

閣
文
庫
等
蔵
)
の
各
巻

首

第

三
行
に

「建
邑
蒼
泉
余
良
進
刑
行
」
と
あ
る
。

こ
の
時
期

の
建
陽
余
氏
は
、
同
世
代

の
全
員
が
名
に
同
じ
通
字
を
使
う

訳
で
は
な
く
、
多
く

の
場
合
そ
れ
が
祖
父
ご
と
に
違

っ
た
り
、
或
い
は

父
ご
と
に
違

っ
た
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
同
父
兄
弟
間
で
も
違

っ
た
り

し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
名

の
通
字
が
共
通
す
る
場
合
に
は
、

か
な
り

親
等
が
近
い
可
能
性
が
高

い
。
前
論
参
照
。

前
掲

の
余
良
相
自
新
齋
刊
本

『重
刻
申
閣
老
校
正
朱
文
公
家
禮
正
衡
』
の

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(未
見
)
の
封
面
に
は

「余
完
初
梓
」
と
あ
る

と

い
う

が

(同
館
O
P
A
C
に
よ
る
)
、

こ

の
例
だ

け
で
は

「完
初
」
が
明

吾
余
良
相

の
字
な
い
し
号
だ

っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
共
同
刊
行
者
か
版

木

の
継
承
者
か
で
余
良
相
と
は
別
人
か
、

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。

謝
水

順

・
李
艇
注

3
書

二
五
七
頁
は
、
恰
慶
堂

余
秀
峰
刊
本

『新
刻

萬

氏
家
傳

廣
嗣
紀

要
』
五
巻

(内

閣
文
庫

[三
本
]
、

上
海
図
書
館

等
蔵
)
を

万
暦
元
年

(
一
五
七
三
)
刊
と
著
録
す

る
が
、

こ
れ
も

「
万
暦
新
歳
」
に
よ

る
誤

認
で
あ
る
。

大
尾
に

「萬
暦
新
歳

仲
春
之

月
/
恰
慶
堂
余
秀
峰

梓

行
」
と

い
う
蓮
牌
木
記
が
あ
る
が
、
同
書

の
序

は

「頃
刻

『保
命
歌
括
』
推

極
人

臣
之
忠
、
載

閲

『廣
嗣
紀

要
』
井
有
感
於

人
子
之
孝
」
と
始

ま
り
、

末
尾

に
「賜
進
士
中
順
大
夫
黄
岡
李
之

用
撰
」
と
署
名
す

る
。

こ
の
李
之

用
は
万
暦

八
年

の
進
士
な

の
で
、
同
書
が

万
暦
元
年
刊
と

い
う

の
は
あ

り
得

な
い
。
余

秀
峰
恰
慶
堂

は
実
際

に
同
書
と
同
版
式

で
『新

刻
萬
氏

家
傳

保
命
歌
括
』
十
巻

(内

閣
文
庫

[二
本
]
蔵
、

う
ち

一
本

は
『新

刻
萬

氏
家
傳
廣
嗣
紀
要
』
の

一
本
と

ツ
レ

で
伝
来
)
を
刊
行
し

て
お
り
、
そ
ち

一21↓
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ら

の
大
尾

に
は

「萬
暦

丁
酉
歳

(二
十

五
年
、

一
五
九

七
)
/
恰

慶
堂
梓

行
」
と

の
蓮
牌
木
記
が
あ

る
し
、
序
末
の
署
名
も

「賜
進
士
中
順
大
夫
黄

岡
李
之

用
撰
。
出
日
萬
暦

丁
酉
仲

冬
月

日
吉
題
」
で
あ

る
。

し
て
み
れ

ば
、

『保
命

歌
括
』
が

「頃
刻
」
の
書
だ

と
い
う

『新
刻
萬

氏
家
傳
廣

嗣
紀

要
』
は
、
お

そ
ら
く
直
後

の
万
暦

二
十

六
年

(
一
五
九

八
)
二
月
の
刊
行

で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
巻

一
首
第

二
行

に

「會

元

憐
初

顧
起

元

考
意
」
、
同
第
六
行
に

「書
林

秀
峰

余
良
史

梓
行
」

と
あ

る
『新
刻
禮

部
頒
行
劉
先
生

手
録

詩
経
尊
朱
約
言
』
十

二
巻

(聖
藩

文
庫
蔵
)
も
、
大

尾
に

「萬
暦
新
歳
秋

月
/
穀

旦
余
秀
峰
梓
」
の
蓮

牌
木

記
を
持

つ
が
、
顧
起
元
は
万
暦
二
十

六
年

の
探
花
だ
し
、
彼
に
よ
る
万

暦
庚
子

(二
十

八
年
、

一
六
〇
〇
)
の
序
も
備
え
て

い
る

の
で
、

こ
れ
ま

た
明
ら
か
に
万
暦
元
年
刊
本
で
は
あ
り
得
な
い
。

前
者
は
筆
者
未

見
。
後
者

は
後

叙
末
に

「萬
暦
壬
辰
歳

(二
十

年
)
仲
夏

/
萬
巻
櫻
周
封
峯

刊
」
の
蓮
牌

木
記
を
持

つ
。

『史
記
葦
寳

評
林
』
は
万

巻
楼
刊
本
、

『雨
漢
葦
寳
評
林
』
は
自
新
齋
刊
本
を

そ
れ
ぞ
れ
未
見
な

の

で
、
両
書
の
万
巻
楼
刊
本
が
自
新
齋

刊
本

の
覆
刻

か
翻
刻
か
は
確
認
出

来

て
い
な
い
。
但

し
、
自
新
齋
刊
本

『史
記
華
寳
評
林
』
と

万
巻
楼
刊
本

『爾
漢
華
寳
評
林
』
は
字
様

・
版
式

が
と
も
に

一
致

し
て
い
る
の
で
、
覆

刻

で
あ
る
可
能
性

の
方
が
高
そ
う
だ
。

富
春
堂
刊
本
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
、
世
徳
堂
刊
本
は
台

湾
故
宮
博
物
院
蔵
。

拙
稿

「世
徳
堂
本

『西
遊
記
』
版
本
問
題

の
再
検
討
初
探

他

の
世
徳

堂

刊
本

小
説

・
戯
曲

と
の
版
式

の
比
較

を
中

心
に

」
(『東
京
大
学

申
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第

一
二
号
、

二
〇
〇
九
年
)
参
照
。

20※

少
泉
李
潮

聚
奎
棲

刊
本

に
は
、

例
え
ば
封

面
中
央

に

「壬
子

(
万
暦

四
十

年
、

一
六

一
二
)
春

月
李
氏
聚
奎
棲

梓
」
、
巻

一
首

第

二
～

四
行

に
「太

史

雲
嬌

劉

日
寧

纂
/
状

元

癩
海

張

以
誠

校
/
書
林

少

泉

李
潮

梓
」
と
あ
る

『新
錨
劉
雲
嬌
太
史
摘
纂
然
然
故
事
』
五
巻

(内

閣
文
庫
蔵
)
が
あ
る
。

本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
(研

究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
、
課
題
番
号
二

五
H
O
六
二
一二
八
)
の
助
成
を

受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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